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家康が負けた……二方 ヶ原の戦い

戦国舌しせ を終わ らせ、泰平の世 を開い た

徳 川家康。 その 75年の生涯の中で、唯―の

負け戦 と して知 られ るの が「二方 ヶ原 の戦

ヽヽJで あ る。

■ 元亀 (1ザんさ)3年 (1572)天 下の1夕 )は 緊張 していた.
崚阜を本来に者|を

“

Fえ 天下統一 をねらう織口信長.●
川家康は本国二河から埃松に進出したばかりの弱小大

減 鯰 濶

武田騎馬軍団進軍経路②

名。

■ 一方 その東には信濃 (長野県綺
'「

)を ギ,え て天下 を短

(う かが )う 式口信玄.

■ 家康は信長 と同盟 を結び、信玄に備 えていた。
■ え亀

`年
0月 0日 、式口

=玄
は地上最強 と言われた式

口騎馬軍団、25000人 の精鋭 をひきつれて,右 を山陣。
■  0月 10曰 ～ 2日 ごろ ●玄本床は人居城 に

'1着
。人

居成のス野景貫は式口側に属 してお り 基●長共の案
内役 となった。

■  10月 14曰 ごろ ス来城は勝頼によりじ頷。

■ 信玄の本隊に先立ち、 ,月 2'日  えば う隊 として・L
県 昌景 を大将 とす る約5000人 が甲府進発、■月額の

東二河に向かい柿本城  伊平小屋城 を攻撃 ど頷。
■  0月 4日 ヽ 15日 ごろ、信玄本隊によリス方城  餃ロ
城  各オ。城 句坂城など次々にし頷。登■ 「木原啜
の戦い」 「二箇野の戦い」 「一言人の戦 ヽヽ」等があっ

た。

■  0月 20日  信玄本隊より少 し理れて,1慟 隊として、
秋¨信友区6000人が薇口l_長頷の東笑激に侵入 し、 |

1月

`曰

岩村戒 を無血ri城 .



■ 二俣成共めは勝頼 を大将 として、倍玄本′ゝ  .L県「ふ
を合わせ、総 ,26000人 で■め、

=城
まくに約 21月

か すた。 (0月 1'日 ヽ 2月 1'日 )
二俣■●の共力は

`OO人
のみ 規模 は小 さいが地形

|'に 要害堅回な成であったが、水路  水 1“ を断たれ闘
城 .

■  2月 22日 の早朝、信玄の軍勢はス龍‖を波 ったあと
fた 贅置道 を聞丁.ミ ■ 西に向きを変え欠下のあたり
から浜 を上が ,二方原台地上に由た。そ・・ まま●に■
かい
=分
に夕1着 した。 ところが実然洪な減 をすに して

=路
をJヒ にとった。ろう戒件戦をとるつもりの家康を

つ
`発
し 浜松城からおびき山 L野戦にもちこむ作戦を

とった。

■ 家京はここで
'き

う.籠六が、追●・か。 しか し、「倍
玄が成下のこ くを重るのに、■も山せないようでは、

笑いものにさltて しようJ。 また、同盟者である機ロ

=長
を普境に工い込まないために できるだけ信玄を

洪
'成
二 くに,き とめてお く必要があった。結局0ま

論■ ,式 fiの そ地をとった。

(古戦場犀ケ崖碑)

「二方ヶ原あ戦いJ
;

■ 元亀
'■

2月 22日 (新 E2月 4曰 口 )
■ 式日信玄 62歳.式 日早約 25000人
■  終月家嫌 :晟.家 康軍約  000人 . うち′哉口信長援
年 0000人 。年摯の数ではII F,"に 不イ1で あるが  家
康は地理 をユ¨ してお り有イ1な 条件 もあった。「祝ロ

・・ 浜 を下 りは じめた頃に工いつき ■の上か ら信玄軍
を攻め落 とそ うと」考えた。 ころあい を見計 らって′
,城 を出たところ、 商ヽの実 をかいたつ もりが、その哀
をかかれて しまった。信玄軍が,ち 希 えていたのであ
る。

■ 両軍が二 ,原 台迪に布障 を終 えたのは ,イえ1峙 頂 .
式日年は・P夫 ‐

~成
に迪 した「魚麟 (ぎ ■ ,ん )の 陣J徳 川

軍は高kを 押 し包 ●ための積に広 /1る「鶴翼 (か 〈よ く)

間々 (や み よ )で 地理 不案内の

ため 人馬 もろ と tF,崖 の
谷ムに転落 した.

■ 式日早は浜松城 k撃 を中止、
年■を西に向かわせた。

健 ,軍 の戦・‐L者 約 1000名 .
家康の大敗北だった。 しか し、

その
`ヶ
月イた 月ヽ ■1者 式口信玄

は二河 の陣中で病 に
'1れ "年の■涯 を開 し、 天下 ヽの野フ

は,と ヽ えた。

(夏 目吉信顕彰碑 )

■ ―力、家凛は■日最強とうたわれた式口信玄の大軍
に栞人に立ち向かったことて、 その評価 を高める結果

となった。 こうして最大の危機を茉 1切 った家凛は
無謀な戌いて多くの■埃を

‐Liせ たことを教つ1と し
いかに して勝つか 信玄の戦法 を積極 |ウ に学んた。
■ その 3キ イた、家原は■び信長 と澪合 し、信玄の子、

式口勝額を「長篠の戦いJで成 った。

やがて式ロスは減せ.反 対に家康は着実に″をや |よ
し えヽ々 の戦い を1卜 ち挨 さ 天下 を

'台

めついにに
'幕llを 開いた.

■ 戦日時代の式将 を描いた一枚の絵.家 康 |ユ この 「ニ
方 ,原 の成いJで の惨めな自分 自身のな をあえて絵師
におかせ、 F■ 者におさ終生の式めとした。

■ 大久保痣世 矢コllt i牛 が ■ 11に 2‐ ていイ,F人¨
を集め 屁ヶ崖●工の間ヽを■ ,て 式 EII年 の II`た によ
わ つた■ をりヽけた。式口摯 よ7t● IIち にユげ場 を失い、
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の l「IJ.

凛■間 にわた る対峙 (た い し,こ 火 をつ けたの t式 日

膚の突然の投 石攻 撃で略 t,た 。 ■ 川 ilに の lt iイテ
為にヽせ られて秋も し 実進 して しま ,た .
■ 家点が布いた「鶴翼の四Ji、 兵 力が般位にあ′,と き
は2回趾蔵 (せ んめつ)は ル として咸力をヽ祥す′,か、
少ない兵力ては咸力が発llで きない .

ll喘 が開かれると た′まち両享ヽり手しれての減戦
となった。■ 1年 もよく

'!え
撃ち―たは||し 戻すもの

の 式口年の猛共は■まら■終1年 はす るす ると後退 .
そこにl_玄 の下笑。を受けた式口奇要は /1tを 理 1背後
から,,の 本

"を
急喪 した.恣 ヽのよ ]● F玄の攻め

に 総崩れと
'っ
た。込ヤの

`■
 ヨ |,■ に していっ

た■日吉信、本多t真  ′|ホ スニ郎なと 多くの式ヽ
たちの薇れによって宋鷹 1浜松成 にヽげⅢ:イ ,こ とがで

きた。 ;皇 摯 してきた式口 ,は 、犀 ,崖 付■ (● をおえ
た。

(三万ケ原含戦両軍配陣図)


